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会員ふれあいのつどい

発
刊
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、
老
人

福
祉
の
増
進
を
目
指
し
、
健
康
で
心
豊
か
な
生
き
が
い
づ

く
り
や
奉
仕
活
動
を
通
じ
た
地
域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど

様
々
な
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
に
記
念
す
べ
き
五
十
号
を

発
刊
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
山
嵜
征
司
会
長
を
は
じ
め
歴

代
会
長
、
会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
の
賜

物
で
あ
る
と
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
高
齢
者
が
尊
厳

を
持
ち
な
が
ら
、
安
心
し
て
多
様
な
暮
ら
し
方
を
選
択
で

き
る
地
域
社
会
の
構
築
を
基
本
理
念
に
、
高
齢
者
が
可
能

な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住

ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
地
域
課
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
と

も
に
学
び
、
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
出
し
合
い
、
主
体

的
に
ま
ち
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
、
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ

に
支
え
ら
れ
た
市
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
尼
崎
市
民
の
福
祉
に
関
す
る
条

例
や
尼
崎
市
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、「
支
え
る
側
」「
支
え
ら
れ
る
側
」
と
い
っ
た
一
方
的

な
関
係
で
は
な
く
、
お
互
い
を
思
い
や
る
、
新
た
な
「
支

え
合
い
」
の
輪
が
育
ま
れ
、
幾
重
に
も
広
が
り
、
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

貴
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
本
市
の

市
政
運
営
に
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
庄
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡

会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

　

大
庄
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
会

広
報
紙
「
老
連
ふ
れ
あ
い
」
第
五

十
号
記
念
号
の
発
刊
を
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

尼
崎
市
長 

稲
村　

和
美

大
庄
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
会
広
報
紙

「
老
連
ふ
れ
あ
い
」第
50
号
記
念
号 

祝
辞

　
二
月
七
日
、
大
庄
地
区
会
館
二

階
ホ
ー
ル
で
「
会
員
ふ
れ
あ
い
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
厳
し
い

寒
さ
も
何
の
そ
の
、
二
〇
二
名
の

参
加
者
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
地
元
尼
崎
市
在
住
で

落
語
家
で
あ
り
な
が
ら
天
台
宗

の
僧
侶
で
も
あ
る
露つ

ゆ

の
団ま

る
こ姫

さ

ん
と
、
夫
で
太
神
楽
曲
芸
師
の

豊ほ
う
ら
い
や
だ
い
じ
ろ
う

来
家
大
治
朗
さ
ん
を
お
招
き

し
、
三
部
構
成
の
に
ぎ
や
か
な
つ

ど
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
、
露
の
団
姫
さ
ん
に

よ
る
創
作
落
語
「
防
犯
落
語
」
で
、

客
席
は
一
気
に
爆
笑
の
渦
に
。
続

く
第
二
部
は
豊
来
家
大
治
朗
さ
ん

が
「
太
神
楽
曲
芸
」
を
披
露
し
、

見
事
な
曲
芸
の
数
々
に
拍
手
と
歓

声
が
響
き
ま
し
た
。
そ
し
て
第
三

部
は
、
お
二
人
そ
ろ
っ
て
の
「
ぶ

っ
ち
ゃ
け
夫め

お
と婦
ー
ク
」
で
、
ご
夫

婦
な
ら
で
は
の
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
、
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

ひったくりやオレオレ
詐欺には、しっかり防
犯対策をしましょう！

曲芸といえば傘回し！ 
　鞠がよく
　まわっております !

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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大
庄
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡

会
活
動
な
ど
記
録
し
た
情
報
紙

「
老
連
ふ
れ
あ
い
」
創
刊
五
十

号
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
今
年
度
大
庄
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
着
任

い
た
し
ま
し
た
が
、
大
庄
地
区

で
は
、
地
域
行
事
な
ど
大
庄
社

協
を
中
心
に
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡

会
を
は
じ
め
様
々
な
団
体
が
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、

連
携
を
し
な
が
ら
、
非
常
に
活

発
に
活
動
さ
れ
て
い
る
地
域
で

　

平
成
30
年
度
大
庄
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
絡
会
総
会
が
五
月

二
十
二
日
、
大
庄
地
区
会
館
二

階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

西
井
副
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
で
総
会
の
幕
が
あ
が
り
、
は

じ
め
に
国
歌
斉
唱
、
物
故
者
に

対
す
る
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
山
嵜
会
長
の
あ
い

さ
つ
で
は
米
寿
の
方
へ
の
お
祝

い
の
言
葉
と
と
も
に
、
今
年
度

の
大
庄
地
区
老
連
は
「
健
康
づ

く
り
・
会
員
増
強
・
各
地
区
で

の
各
種
団
体
と
の
交
流
」
の
三

つ
を
柱
に
力
を
注
ぎ
取
り
込
ん

で
い
く
旨
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
の
米
寿
会
員
表
彰
で

は
、
本
年
度
米
寿
を
迎
え
ら
れ

る
六
十
二
名
の
中
か
ら
、
石
井

隆
夫
さ
ん（
崇
徳
院
第
二
寿
会
）

と
甚
野
享
子
さ
ん
（
長
楽
会
）

が
代
表
で
会
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
を
受
け
取
り
、
会
場
か

ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

大
庄
地
区
婦
人
連
絡
協
議
会

永
宗
会
長
か
ら
協
賛
金
が
贈
呈

さ
れ
た
後
は
来
賓
あ
い
さ
つ
と

続
き
、
来
賓
の
紹
介
を
経
て
第

一
部
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
役
員
の
紹
介

の
後
、　

司
会
者
一
任
の
声
の

も
と
山
田
隆
行
さ
ん
（
蓬
川
ブ

ロ
ッ
ク
、
ザ
・
ガ
ー
デ
ネ
ス
ク

シ
テ
ィ
）が
議
長
に
選
出
さ
れ
、

第
二
部
の
議
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
議
事
で
は
、

1�

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
報
告

2
監
査
報
告

3�

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
質
疑
応

答
の
後
に
拍
手
多
数
に
よ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
場
副
会
長
の
発

声
で
「
私
た
ち
の
信
条
」
を
朗

読
し
、
最
後
は
万
歳
三
唱
を
も

っ
て
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し

ま
し
た
。

　

大
庄
地
区「
老
連
ふ
れ
あ
い
」

広
報
紙
第
五
十
号
発
行
に
は
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
歴

代
会
長
様
、
会
員
様
の
投
稿
、

並
び
に
広
報
部
、
事
務
局
皆
様

方
の
サ
ポ
ー
ト
が
う
ま
く
絡

み
合
い
、
第
五
十
号
が
発
刊
で

き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
長
き
歴

史
と
重
み
を
感
じ
る
し
だ
い
で

す
。

　

紙
面
を
見
ま
す
と
市
老
連
、

大
庄
老
連
、
各
単
組
の
行
事
が

写
真
を
織
り
交
ぜ
楽
し
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
員
各
位
の
ご
趣
味
ご
意

見
な
ど
を
読
み
、
本
当
に
元
気

を
い
た
だ
き
、
単
組
の
活
動
報

告
等
は
活
動
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
七
十
号
、
八
十
号
と
末
永

く
発
刊
で
き
る
事
を
願
う
と
と

も
に
、
こ
の
広
報
紙
が
大
庄
老

連
の
一
つ
の
課
題
で
あ
り
ま
す

新
会
員
の
増
強
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
願
い
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

二
十
九
年
度
途
中
よ
り
故
中

㟢
会
長
の
後
会
長
職
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
あ
っ
と

い
う
間
に
三
十
年
度
に
入
り
ま

し
た
。
今
年
度
も
行
事
が
目
白

押
し
で
ご
ざ
い
ま
す
。
単
組
の

行
事
も
多
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
大
庄
老
連
の
運
営
に
も
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
庄
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
会

　
　
　

    

会
長　

山
嵜　

征
司

広
報
紙「
老
連
ふ
れ
あ
い
」

第
50
号
発
行
に
寄
せ
て

た
。
そ
し
て
あ
ら
た
め
て
こ
の

「
老
連
ふ
れ
あ
い
」
を
見
る
と

文
芸
や
地
域
実
践
例
な
ど
、
各

地
区
で
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み

の
ヒ
ン
ト
が
満
載
で
興
味
深
く

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

尼
崎
市
で
は
市
制
一
〇
〇
周

年
を
機
に
、
尼
崎
市
自
治
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
市

民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
地
域
発
意
の
取

り
組
み
が
広
が
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
情
報
紙
を
も
と
に
新

た
な
学
び
を
見
出
さ
れ
た
り
、

各
人
が
培
っ
て
こ
ら
れ
た
知
識

経
験
を
活
か
し
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
い

た
だ
き
、
心
が
通
じ
合
え
る
大

庄
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
言
え

る
ま
ち
に
、
み
ん
な
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
大
庄
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
絡
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

「
老
連
ふ
れ
あ
い
」
が
会
員
の

皆
様
に
引
き
続
き
役
立
ち
充
実

し
た
内
容
と
な
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
し
て
、
創
刊
五
十
号
の
祝

辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
庄
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡

会
の
皆
様
の
活
動
な
ど
を
記
し

た
貴
重
な
情
報
紙
で
あ
る
「
老

連
ふ
れ
あ
い
」
が
創
刊
五
十
号

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
敬
意
と
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
度
大
庄
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、
一
年
と

い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
地

域
行
事
な
ど
で
こ
の
地
域
と
関

わ
り
、
大
庄
地
区
が
大
庄
社
協

を
中
心
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
大
変
活
発
な
地
域
で
あ

り
、
貴
ク
ラ
ブ
も
地
域
清
掃
、

大
庄
ま
つ
り
へ
の
バ
ザ
ー
出

店
、
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
、
会

員
旅
行
、
健
康
講
座
な
ど
幅
広

く
工
夫
を
さ
れ
た
積
極
的
な
取

り
組
み
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し

尼
崎
市
市
民
協
働
局
長　

福
井　
　

進

（
前 

大
庄
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
長
）

大
庄
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
会
広
報
紙

「
老
連
ふ
れ
あ
い
」
第
50
号
記
念
号
に
寄
せ
て

大
庄
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
会
広
報
紙

「
老
連
ふ
れ
あ
い
」
第
50
号
記
念
号
に
寄
せ
て

あ
る
と
日
々
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
貴
ク
ラ
ブ
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
地
域
清
掃
、
大
庄

ま
つ
り
へ
の
バ
ザ
ー
出
店
、
さ

ら
に
は
、
会
員
旅
行
、
健
康
講

座
な
ど
幅
広
く
取
り
組
み
を
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
活
動
に
つ
い

て
は
、「
老
連
ふ
れ
あ
い
」
に

も
掲
載
さ
れ
、
非
常
に
興
味
深

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
継
続

し
て
い
く
必
要
も
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
先
般
策

定
い
た
し
ま
し
た
尼
崎
市
自
治

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど
も
踏

ま
え
、こ
の
地
域
、「
大
庄
」
に
、

「
尼
崎
」
に
住
ん
で
楽
し
か
っ

た
、
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
皆
様
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
大
庄
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
絡
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

ご
健
勝
、
そ
し
て
「
老
連
ふ
れ

あ
い
」
が
引
き
続
き
充
実
し
た

も
の
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

し
、
創
刊
五
十
号
の
祝
辞
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

尼
崎
市
市
民
協
働
局
部
長　

佐
々
木　

修

（
現 

大
庄
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
長
）

議事にて議案審議中

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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5月7日 第25回グラウンドゴルフ大会
尼崎の森中央緑地大芝生広場

参加者

102名

5月21日 10万人わがまちクリーン運動
大庄地区市民運動推進協議会主催・武庫川河川敷

11月23日にも実施しました

参加者

171名

6月1・2日 会員ふれあい旅行（1泊2日）
下呂温泉・木曽路　地歌舞伎の旅

参加者

33名

10月18日 笑いと健康体操
女性部健康づくりプログラム【市老連共催事業】

大庄地区会館
演歌ビクス
大庄地区会館

参加者

141名

11月6日
参加者

119名

11月15日 女性部ふれあいのつどい
泉涌寺（鳴き龍体験）・京都御所・京都植物園

参加者

63名

6月14日 女性部代表者会 女性部セミナー
大庄公民館

テーマ「地域の支えあい作りと介護予防について」

参加者

39名

9月27日 会員ふれあいのつどい
高野山参拝と橋本健康ランドの旅

参加者

77名

10月11日 長寿ふれあい運動会（市老連主催）

記念公園ベイコム総合体育館
参加者

約100名

大庄地区は惜しくも4位に…

囲碁ボールと懇親会
大庄公民館

12月13日
参加者

64名

1月11日 新春初詣三社まいり
率川（いさがわ）神社・春日大社・橿原神宮

参加者

74名

2月7日 会員ふれあいのつどい
「露の団姫の極楽寄席」大庄地区会館

参加者

202名

今年の恵方「南南東」の奈良方面へ！

女性部健康づくりプログラム【市老連共催事業】

女性部健康づくりプログラム【市老連共催事業】

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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　南部瑞長会単組としての活
動はしていないが、西大島社
会福祉連絡協議会主催の西大
島ふれあいサロンとして、毎
月第 2 木曜日は担当が老人
会（西大島ブロック）になっ
ていて、そのうち南部瑞長会
は 8 月、2 月の 2 回担当責
任として実施しています。
（西大島南部瑞長会　島袋　隆）

崇徳院第 1 寿会　会長  瀬戸口君二
グラウンドゴルフ 成徳小学校校庭 月4回・日曜日
カラオケ教室 崇徳院福祉会館 毎週土曜日 200円
崇徳院第 2 寿会　会長  長田　　正
グラウンドゴルフ 大庄公園 週４〜５回
崇徳院第 3 寿会　会長  山本　初美
カラオケ 崇徳院福祉会館 毎週木曜日・午後 15 名 200円
崇徳院第 5 寿会　会長  斉脇　妙子
さわやか会 蓬川公園内 毎月第2水曜日

崇
徳
院
下
段
・
地
域
活
動
だ
よ
り
参
照

■
崇
徳
院
第
一
寿
会

　
　
崇
徳
院
第
一
寿
会

　
会
長
　
瀬
戸
口
君
二

　

平
成
三
十
年
三
月
十
八
日

㈰
、
連
協
進
藤
会
長
の
挨
拶
に

続
き
第
六
回
カ
ラ
オ
ケ
祭
り

が
、
こ
こ
崇
徳
院
福
祉
会
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
二
時
三
十
分
、
全
員
で
青

い
山
脈
を
合
唱
。
待
ち
に
待
っ

た
参
加
者
四
十
八
名
の
一
年
の

練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
る
時

で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
祭
り
に
来

て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
い
わ
く

「
ナ
ツ
メ
ロ
、
新
曲
等
、
素
人

ば
な
れ
し
た
歌
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
楽
し
く
続
け

ら
れ
た
ら
幸
い
と
願
う
ば
か
り

で
す
。

◦
サ
ー
ク
ル
紹
介
し
ま
す

◦ 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
＝
毎
月

四
回
・
日
曜
日

　

成
徳
小
学
校
校
庭
に
て

◦�

カ
ラ
オ
ケ
教
室
＝
毎
週
土
曜

日
（
会
費
二
〇
〇
円
）

　

崇
徳
院
福
祉
会
館

◦�

四
月
＝
総
会
兼
お
花
見
会
を

お
弁
当
を
取
り
寄
せ
て
福
祉

会
館
に
て
行
い
ま
す
。

◦�

九
月
＝
敬
老
の
日
に
全
会
員

に
赤
飯
配
布
。

◦�

二
年
に
一
回
の
予
定
で
日
帰

り
バ
ス
旅
行
。
昨
年
度
は
、

神
戸
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ

ー
ク
に
行
き
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

■
崇
徳
院
第
二
寿
会

　

少
子
高
齢
化
が
益
々
進
み
生

活
様
式
も
核
家
族
化
し
て
、
次

世
代
を
担
う
若
者
が
社
会
へ
巣

立
つ
の
を
機
に
他
地
域
へ
移
転

し
町
に
残
る
者
が
少
な
く
、
ほ

と
ん
ど
が
独
居
老
人
か
老
夫
婦

の
家
庭
と
な
り
、
新
会
員
の
確

保
が
困
難
と
な
り
、
会
の
運
営

に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
会
と
協
力

し
合
い
地
域
環
境
の
安
全
美

化
、
世
代
交
流
等
の
た
め
児
童

の
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
、
独
居

老
人
宅
へ
の
訪
問
等
に
参
加
し

た
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
の
た

め
年
一
回
日
帰
り
研
修
旅
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
の
運
動
に
は
最
適
と
言

わ
れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

幸
い
に
も
町
内
に
崇
徳
院
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
が
あ

り
、
健
康
維
持
の
た
め
、
近
く

の
大
庄
公
園
で
週
に
四
〜
五
回

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
年
に
一

〜
二
回
大
会
を
開
催
し
、
日
頃

の
成
果
を
競
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
会
の
協
力
に
よ
る

崇
徳
院
福
祉
会
館
で
の
カ
ラ
オ

ケ
教
室
に
週
二
〜
三
回
参
加
、

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
、
次
々
と

生
ま
れ
る
新
曲
、
ご
当
地
ソ
ン

グ
等
、崇
徳
院
寿
会
員
と
共
に
、

親
睦
と
認
知
症
予
防
の
た
め
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

■
崇
徳
院
第
三
寿
会

　
　
崇
徳
院
第
三
寿
会

会
長
　
山
本
　
初
美

　

会
員
は
三
十
二
名
く
ら
い
で

す
が
女
性
の
方
が
や
や
多
く
、

女
性
主
流
の
事
業
が
多
く
な
り

ま
す
。
事
業
で
は
毎
週
木
曜
日

の
午
後
が
カ
ラ
オ
ケ
の
日
で
、

十
五
名
程
度
の
参
加
者
で
、
会

費
二
〇
〇
円
で
気
楽
に
声
を
出

そ
う
と
上
手
下
手
を
問
わ
ず
に

一
人
三
曲
く
ら
い
で
終
わ
り
、

ま
あ
ま
あ
好
評
で
す
。
一
年
に

一
回
の
カ
ラ
オ
ケ
祭
り
に
は
全

員
参
加
で
盛
り
上
げ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
行
事
と
し
て
は
四

月
に
花
見
を
兼
ね
て
総
会
を
し

ま
す
。
九
月
の
敬
老
月
に
は
赤

飯
を
配
り
、
安
全
健
康
を
確
認

し
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
の
行
楽
も
毎
年
行

事
の
一
つ
で
す
。
昨
年
度
は
、

淡
路
の
津
名
ハ
イ
ツ
の
改
装
、

新
築
早
々
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ご
馳
走
に
温
泉
や
カ
ラ

オ
ケ
も
添
え
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
高
齢
化

が
進
ん
で
き
ま
す
。
元
気
で
長

生
き
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
い
つ
ま

で
も
朗
ら
か
に
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
祈
念
し
な
が
ら

の
毎
日
で
す
。

■
崇
徳
院
第
五
寿
会

　　
崇
徳
院
第
五
寿
会

会
長
　
斉
脇
　
妙
子

　

私
た
ち
第
五
寿
会
で
は
、
毎

月
第
二
水
曜
日
午
前
九
時
か

ら
、
蓬
川
公
園
内
電
車
の
中

で
「
さ
わ
や
か
会
」
が
開
か
れ

ま
す
。
持
ち
寄
り
の
お
菓
子
な

ど
で
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
等
を
頂

き
な
が
ら
、
指
先
や
腕
の
リ
ハ

ビ
リ
を
兼
ね
た
軽
い
運
動
で
身

体
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
大
き
な
声

を
出
し
て
歌
を
う
た
っ
た
り
と

楽
し
み
満
載
で
す
。
時
に
は
手

芸
と
ま
で
は
い
え
な
い
の
で
す

が
、
カ
ギ
編
み
で
作
品
づ
く
り

を
し
た
り
し
ま
す
。

　

五
月
は
親
睦
と
お
花
見
を
兼

ね
て
の
バ
ス
研
修
旅
行
を
行
い

ま
す
。
十
一
月
に
は
研
修
旅
行

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
々
の

た
め
に
、
初
の
試
み
と
し
て
お

弁
当
を
と
り
食
事
会
を
開
催
し

好
評
で
し
た
。

　

敬
老
の
日
に
は
全
会
員
に
赤

飯
を
配
り
ま
す
。
何
ら
か
の
形

で
地
域
社
会
に
か
か
わ
り
、
参

加
す
る
こ
と
で
生
き
が
い
を
み

い
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

に
思
い
ま
す
。

地
域
活
動
だ
よ
り

西
大
島

単
位
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
ご
紹
介

し
ま
す

第二寿会会長
長田　　正

「
明
る
く
・
楽
し
く
・
笑
顔

で
」を
モ
ッ
ト
ー
に

サロン風景

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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地区活動だより
　

平
成
二
十
九
年
十
月
晴
天
に

恵
ま
れ
、
西
平
田
さ
く
ら
会
二

十
三
名
が
今
北
バ
ス
停
に
集
合

し
、
市
バ
ス
往
復
便
を
利
用
し

近
松
記
念
館
と
周
囲
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
J
R
尼
崎
北
側
に

位
置
す
る
ホ
テ
ル
ホ
ッ
プ
イ
ン

の
ウ
エ
ス
ト
リ
バ
ー
で
洋
食
、

和
食
の
二
種
類
に
よ
り
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
息
入

れ
た
と
こ
ろ
で
ま
た
バ
ス
に
乗

り
、
近
松
記
念
館
に
向
か
い
ま

し
た
。

　

近
松
記
念
館
で
は
、
女
性
学

芸
員
に
よ
る
近
松
門
左
衛
門
に

関
す
る
説
明
を
約
一
時
間
受

け
、認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
接
に
所
在
す
る
広
済

寺
境
内
に
眠
る
門
左
衛
門
の
お

墓
を
参
拝
し
ま
し
た
。
ま
た
、

近
隣
は
近
松
公
園
と
し
て
良
く

整
備
さ
れ
、
当
日
は
天
気
が
良

か
っ
た
の
で
公
園
の
ベ
ン
チ
で

将
棋
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
る
多
く
の
市
民

の
姿
を
見
ま
し
た
。

近
松
門
左
衛
門
に
つ

い
て
地
元
園
田
学
園

女
子
大
学
で
は
、
そ

の
功
績
に
つ
い
て
よ

く
研
究
さ
れ
て
い
る

表
記
が
あ
り
、
ま
た
、

文
献
も
多
く
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
こ
れ

ら
の
行
事
を
企
画
し

て
い
た
だ
い
た
役
員

さ
ん
に
感
謝
し
な
が

ら
無
事
に
帰
宅
し
ま

し
た
。

　
（
西
平
田
さ
く
ら
会

武
智　

義
行
）

近
松
門
左
衛
門
記
念
館

を
見
学
し
て

　

四
月
七
日
に
総
会
を
開
催
し
、
三
十
六
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
約
半
数
の
人
の
参
加
で
し
た
。

　

総
会
の
後
、
舞
踊
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ

等
で
楽
し
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
笑
顔
で
喜
ん
で
、

な
ご
や
か
に
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
浜
田
第
二
寿
ク
ラ
ブ　

飯
田　

幸
男
）

浜
田
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

　

単
位
ク
ラ
ブ
と
し
て
毎
年
四

月
に
花
見
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
東
第
六
琴
浦
ク
ラ
ブ
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
今
年
で
十

四
年
目
の
花
見
で
す
が
、
そ
の

前
に
二
年
間
老
人
会
な
い
し
老

人
会
員
外
子
供
等
で
水
明
公
園

の
電
車
の
横
で
ゴ
ザ
を
敷
い
て

花
見
会
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
入
れ
て
今
年
で
十
六
回

目
の
花
見
を
元
浜
緑
地
公
園
で

行
い
、
食
事
は
中
華
、
和
食
と

龍
あ
ん
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

十
六
年
と
言
っ
て
も
長
く
あ

り
が
ち
で
す
が
、
オ
ギ
ャ
ー
と

言
っ
て
生
ま
れ
て
中
学
卒
業
す

る
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

四
月
七
日
㈯
、
四

十
三
名
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
前
日
は
雨
と
な
り
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
天

気
に
な
り
安
堵
し
ま
し
た
。
送

迎
車
二
台
ピ
ス
ト
ン
運
転
で
龍

あ
ん
に
行
き
ま
し
た
。

　

十
二
時
か
ら
食
事
会
、
何
し

ろ
四
十
三
名
の
方
が
参
加
出
席

し
て
く
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
、
お
世
話
も
大
変
で
し
た

が
皆
様
方
と
楽
し
く
食
事
を

い
た
だ
き
、
一
時
よ
り
カ
ラ

オ
ケ
が
始
ま
り
、
ま
た
龍
安

に
は
カ
ツ
ラ
、
着
物
、
ド
レ

ス
の
衣
装
等
が
あ
り
、
踊
っ

た
り
歌
っ
た
り
で
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
勢
で
い
る
こ
と
が
こ
ん

な
に
い
い
も
の
か
と
思
う
と

こ
ろ
で
す
。
老
人
の
孤
独
は

良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様

と
会
話
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
来
年
も
続
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
東
第
六
琴
浦
ク
ラ
ブ

矢
野　

増
一
）

春
の
花
見
親
睦
会

第
二
福
寿
会

結
成
50
周
年
行
事
開
催

　

稲
葉
荘
第
二
福
寿
会

は
、
二
月
一
日
㈭
に
結
成

五
十
周
年
記
念
行
事
を
市

立
身
体
障
害
者
福
祉
会
館

大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
は
じ
め
に
田
中
副

会
長
か
ら
開
会
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
、
物
故
者
に
対

す
る
黙
祷
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
吉
川
会
長
が
挨
拶

を
行
い
、
尼
崎
市
社
会
福

祉
協
議
会
大
庄
支
部
の
横

田
支
部
長
、
大
庄
老
連
の

山
嵜
会
長
よ
り
来
賓
の
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
い
て
第

二
部
は
〝
会
員
ふ
れ
あ
い

の
集
い
〟
演
芸
大
会
が
ス

タ
ー
ト
。
カ
ラ
オ
ケ
、
舞

踊
、
も
の
ま
ね
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
等
と
多
様
な
演
目
が

披
露
さ
れ
、
稲
葉
荘
地
区

単
位
ク
ラ
ブ
の
友
情
出
演

も
い
た
だ
き
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　
（
稲
葉
荘
第
二
福
寿
会

　

吉
川　
　

博
）

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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戦
争
は
大
嫌
い
。
私
に
は
、

小
学
校
の
時
に
受
け
た
一
番
の

地
獄
の
悲
惨
さ
が
、
今
で
も
心

の
中
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
小
学
校
二
年
生
の
時

で
す
。
兄
姉
は
皆
疎
開
し
て
い

ま
し
た
が
、
私
は
身
体
が
弱
か

っ
た
の
で
、
母
と
残
り
ま
し

た
。
当
時
、
神
戸
市
の
三
宮
駅

前
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
学
校

へ
行
く
も
毎
日
毎
日
空
襲
警
報

で
勉
強
な
ど
ほ
と
ん
ど
で
き
ま

せ
ん
。
幼
い
な
が
ら
、
戦
争
は

き
ら
い
だ
と
、
つ
く
づ
く
思
い

ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
六
月
十
九
日
、

朝
九
時
、
我
が
家
は
Ｂ
２
９
の

襲
撃
を
う
け
、
皆
と
一
緒
に
、

母
に
手
を
引
か
れ
布
引
の
山
へ

に
げ
る
途
中
、
ド
イ
ツ
の
領
事

館
の
前
で
、
Ｂ
２
９
の
機
関
銃

を
受
け
、ド
ブ
の
中
に
入
っ
て
、

辛
う
じ
て
助
か
り
、
布
引
山
で

野
宿
し
、
翌
日
自
宅
へ
帰
る
途

中
、
私
は
地
獄
の
光
景
を
目
に

し
ま
し
た
。
数
台
止
ま
っ
て
い

た
市
電
は
真
っ
黒
に
焼
け
、
道

路
に
は
焼
け
焦
げ
た
死
体
が
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
我
が
家
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
四
度
丸

焼
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、八
十
歳
に
な
り
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
、
世
界
各
地
で
戦
争

が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
、
涙
の

し
た
。
残
念
で
惜
し
ま
れ
て
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
説
得
力
の
あ
る
話
し
ぶ

り
、
そ
の
お
人
柄
に
、
ま
わ
り

は
い
つ
も
和
気
あ
い
あ
い
の
雰

囲
気
で
し
た
。
新
年
度
の
老
連

の
総
会
に
は
じ
ま
り
、
ふ
れ
あ

い
運
動
会
、
旅
行
、
バ
ザ
ー
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど

な
ど
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今

も
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
思
い
出

が
尽
き
ま
せ
ん
。た
だ
う
ま
く
、

そ
れ
ら
を
こ
と
ば
に
で
き
な
い

の
が
も
ど
か
し

い
で
す
。

映
像
を
み
る
た
び
に
、
心
が
痛

み
ま
す
。
二
十
一
世
紀
に
な
り

は
や
十
八
年
、
一
日
も
早
く
、

世
界
が
戦
争
の
な
い
平
和
な
世

界
と
な
る
よ
う
に
、
悲
惨
な
戦

争
を
体
験
し
た
一
人
と
し
て
、

せ
つ
と
し
て
願
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
暮
れ
も
押
し
迫
っ
た

昨
年
十
二
月
の
後
半
、
一
個
の

小
包
が
届
き
ま
し
た
。
差
し
出

し
人
は
兵
庫
県
川
柳
祭
豊
岡
市

実
行
委
員
会
と
あ
り
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
開
封
す
る
こ
と

に
、
中
は
立
派
な
楯
と
賞
状
で

し
た
。
こ
の
歳
で
賞
を
い
た
だ

く
な
ん
て
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

一
昨
年
も
大
庄
地
区
青
少
年

健
全
育
成
の
あ
い
さ
つ
川
柳
で

最
優
秀
を
い
た
だ
い
た
の
を
思

い
出
し
、
胸
の
高
鳴
り
を
覚
え

た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
三
日
に
豊
岡
市
役
所

で
表
彰
式
が
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
体
調
や
時
間
的
に
無
理
と

思
い
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

思
え
ば
九
月
、
新
聞
紙
上
で

豊
岡
市
・
兵
庫
県
主
体
に
よ
る

公
募
が
あ
り
、
川
柳
テ
ー
マ
が

豊
岡
に
因
ん
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
・

温
泉
・
豊
作
の
三
部
門
で
し
た
。

私
は
豊
作
に
的
を
絞
り
、

　
「
一
粒
を

　
　
　

噛
ん
で
豊
作

　
　
　
　
　
　

確
か
め
る
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
結
果
、
県

議
会
議
長
賞
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

東
第
六
琴
浦
ク
ラ
ブ

　
　

今
西
慶
太
郎

賞
に
感
謝

道
意
第
４
千
歳
会

　
　

髙
濵　

博
一

平
和
へ
の
思
い

　

時
を
経
る
ご
と
に
記
憶
が
う

す
れ
て
い
く
が
、
中
㟢
前
会
長

が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
、
は
や

一
年
が
こ
よ
う
と
し
て
い
る
。

思
え
ば
、
大
庄
老
連
の
役
員
が

一
新
し
て
新
体
制
に
な
っ
て
一

年
が
過
ぎ
、
二
年
目
に
か
か
り

だ
し
て
の
矢
先
で
あ
っ
た
。
少

し
体
調
を
く
ず
さ
れ
た
と
聞
い

て
い
て
、
す
ぐ
に
も
元
気
な
お

顔
を
見
ら
れ
る
の
を
心
待
ち
に

し
て
い
た
の
が
、
突
然
の
訃
報

で
ま
さ
に
青
天
の
へ
き
れ
き
で

投稿欄

道
意
第
２
千
歳
会

　
　

三
場　

英
之

前
会
長
を
し
の
ぶ

元
浜
北
福
寿
会　
　

西
邑　
　

宏

体
内
は
六
割
が
水
梅
雨
の
明

口
ぐ
せ
は
昔
は
な
あ
と
と
こ
ろ
て
ん

そ
よ
風
や
空
に
流
る
る
蜘
蛛
の
糸

乗
込
め
ば
み
な
昼
寝
中
弱
冷
車

生
涯
を
軽
快
知
ら
ず
か
た
つ
む
り

蛇
口
て
ふ
恐
き
口
か
ら
水
を
打
つ

真
っ
昼
間
よ
り
生
ビ
ー
ル
ラ
ッ
パ
飲
み

幽
霊
に
男
は
を
ら
ず
夜
の
秋

崇
徳
院
第
一
寿
会　
　

瀬
下　
　

正

一
年
の
想
出
語
る
除
夜
の
鐘

初
詣
今
年
は
元
気
で
夢
が
あ
る

美
し
く
自
筆
の
賀
状
八
十
歳

雄
大
な
残
雪
光
る
信
濃
路
を

渡
鳥
海
山
越
え
て
ど
こ
に
行
く

止
り
木
に
小
鳥
が
一
羽
春
の
風

進
学
で
笑
顔
で
見
送
る
峠
道

農
機
具
で
一
人
田
植
え
の
広
さ
か
な

⑴
な
つ
か
し
き
故
郷
の
桜
に
誘
わ
れ
て

　

播
磨
の
御
嶽
山
清
水
寺
へ

　

な
じ
み
の
こ
の
道
こ
の
橋
こ
の
川

　

鮮
や
か
に
こ
の
眼
に
よ
み
が
え
る

⑵
な
つ
か
し
き
お
ど
る
若
鮎
に
み
せ
ら
れ
て

　

滝
野
の
名
所
闘
竜
灘
で
清
ら
か
で
力
強
い

　

流
れ
に
心
も
身
体
も
よ
み
が
え
る

⑶
な
つ
か
し
き
秋
津
富
士
な
が
め
な
が
ら

　

白
鳥
号
で
め
ぐ
る
東
条
湖

　

今
は
湖
底
に
消
え
失
せ
た
あ
の
土
井
集
落
の

　

面
影
し
の
ぶ

⑷
な
つ
か
し
き
源
平
の
古
戦
場
三
草
山

　

太
平
記
ゆ
か
り
の
五
峰
山
光
明
寺

　

戦
国
の
世
に
名
を
馳
せ
た
強
者
の
魂
と

　

勇
姿
を
偲
の
ぶ

崇
徳
院
第
二
寿
会　
　

長
田　
　

正

　次号、老連ふれあい 51 号（平成 30
年 11 月発行予定）では、「私の特技

4 4 4 4

」
（手品や楽器演奏、料理自慢など）をテーマに
原稿を募集いたします。
　皆さんが得意とする分野を教えてくだ
さい！�さまざまな趣味や作品づくりに
ついてなど、なんでもOKです。
　たくさんの原稿をお待ちしておりま
す。よろしくお願いいたします。
（締切は 9 月末日／提出先は各広報部員まで）

会
員
文
芸  
〜
俳
句
〜

大庄老連 検 索

※ PC・スマートフォンから
　ご覧いただけます！

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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Ｑ 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

日
は
朝
早
く
か
ら
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
て
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
の
趣
旨
は
、
先
日
行
い

ま
し
た
広
報
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も

要
望
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ク
ラ
ブ
の
状
況
や

活
動
内
容
を
お
伺
い
す
る
事
に
よ

っ
て
、
他
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
も

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
想
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
設
立
が
平
成
二
十
五
年

と
、
ま
だ
会
と
し
て
は
歴
史
も
浅

い
で
す
ね
。

Ａ 

は
い
、
第
二
寿
会
と
し
て
は

ま
だ
五
年
で
す
が
、
寿
会
か
ら
分

割
し
て
第
二
寿
会
が
で
き
ま
し
た

の
で
寿
会
か
ら
を
含
め
る
と
十
年

に
な
り
ま
す
。
私
は
第
二
寿
会
の

設
立
時
か
ら
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ 

女
性
の
会
員
が
多
い
で
す
ね
。

Ａ 

は
い
、
男
性
の
参
加
が
少
な

く
て
、
カ
ラ
オ
ケ
で
も
男
性
は
一

名
し
か
来
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

Ｑ 

会
の
活
動
費
は
ど
う
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

Ａ 

会
員
か
ら
は
年
会
費
六
〇
〇

円
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は

蓬
川
地
区
社
会
福
祉
連
絡
協
議
会

か
ら
助
成
も
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

Ｑ 

会
員
相
互
の
親
睦
活
動
は
？

Ａ 

毎
年
行
っ
て
い
る
春
の
ハ
イ

キ
ン
グ
は
元
浜
緑
地
ま
で
行
き
ま

し
た
。
た
だ
し
皆
さ
ん
の
足
腰
が

弱
っ
て
き
て
参
加
人
数
が
減
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
来
年
以
降
に
つ

い
て
は
検
討
中
で
す
。
年
一
回
の

バ
ス
旅
行
は
六
甲
山
荘
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
お
食
事
と
温
泉
、
カ

ラ
オ
ケ
で
楽
し
み
ま
す
。
毎
年
六

月
の
第
一
月
曜
日
を
開
催
日
と
決

め
て
い
ま
す
。
以
前
は
貸
切
り
バ

ス
も
利
用
し
ま
し
た
が
、
費
用
の

関
係
で
最
近
は
送
迎
バ
ス
付
の
プ

ラ
ン
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
他
の
活
動
は
い
か
が
で
す
か
？

Ａ
毎
年
の
新
年
会
で
は
「
ぜ
ん
ざ

い
」
を
、
忘
年
会
で
は
「
み
そ
汁

と
ち
ら
し
寿
司
」
を
集
会
所
で
振

る
舞
っ
て
い
ま
す
。
他
で
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
毎
週
日
曜
日
に

十
三
〜
十
四
名
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
連
絡
協
議
会
の
主

催
で
す
が
百
歳
体
操
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

Ｑ 

カ
ラ
オ
ケ
も
活
発
と
お
伺
い

し
て
い
ま
す
が
？

Ａ�

蓬
川
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
カ
ラ
オ

ケ
大
会
を
月
一
回
蓬
川
社
会
福
祉

連
絡
協
議
会
と
交
互
に
主
催
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
の

点
数
を
だ
し
て
表
彰
も
し
て
い
ま

す
。

Ｑ 

社
会
福
祉
連
絡
協
議
会
と
の

連
携
も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
よ
う

で
す
ね
。
単
位
ク
ラ
ブ
の
カ
ラ
オ

ケ
は
？

Ａ�

月
三
回
月
曜
日
に
二
十
五
名

前
後
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加

人
数
も
多
い
の
で
一
人
二
曲
を
目

処
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

新
会
員
の
募
集
に
つ
い
て
何

か
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ�
一
か
月
分
の
行
事
の
案
内
を

掲
示
板
に
貼
っ
た
り
、
行
事
の
チ

ラ
シ
を
未
加
入
者
宅
へ
も
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

の
活
動
を
広
く
告
知
し
て
、
興
味

の
あ
る
方
か
ら
連
絡
が
入
る
仕
組

み
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

最
後
に
大
庄
老
連
へ
の
ご
要

望
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

Ａ�

新
会
員
の
募
集
の
際
に
「
老

人
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
と
敬
遠
さ
れ

が
ち
で
す
。「
ま
だ
早
い
わ
〜
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
尼
崎
市
老
連
の

「
花
み
ず
き
尼
崎
」
の
よ
う
な
愛

称
を
付
け
て
も
ら
え
る
と
募
集
活

動
も
や
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ�

本
当
に
活
発
な
活
動
で
佐
藤

会
長
も
大
変
お
忙
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
も
会
員
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
益
々
ご
活
躍
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
・
高
木
健
一
）

アンケート配布枚数58枚
アンケート回収枚数45枚

広報紙に関するアンケート調査について・結果報告

非常に
関心がある

あまり
関心がない

関心がある 全く関心がない普通

5 2 0

22
16

【問6】内容への興味・関心について

少なすぎる 少し足らない ちょうどよい 少し多い 多すぎる

0 2 04
39

【問7】情報量について

大庄老連の行事・活動 会員投稿欄単位クラブ・ブロック活動

23
31

17

【問8】よく読む記事について

今のまま年 2回 回数を増やす 年 1回 必要なし 未回答

39

1 11 3

【問9】発行回数について

【問10】自由記述

回収率
78％

　会員の皆様にわかりやすく、そして求められる情報提供をして
いくため、平成29年11月に「老連ふれあい」に関するアンケー
ト調査を行いました。今後の紙面づくりに活用していきたいと思
います。ご協力をいただきまして、ありがとうございました。

●各単組の活動状況が分かり大変参考になることが多
　く、「老連ふれあい」は大変勉強になる。
●地域活動だよりに関心を持って読んでいる。
●会員の広場を充実してほしい。
●自分たちのクラブが記事になった時は赤で囲んで
　配っている。ホームページも今後が楽しみ。
●原稿締切が分からず、出すタイミングが難しい。
●文章を書くことは大変だが、皆さんよく書いておら
　れる。今後は私も挑戦していきたい。
●地域活動を全域 2回で記事にしてほしい。
●できるだけ多くの人の投稿があればよいと思う。
●楽しく読ませていただいている。
●西大島の歴史等を連載し、西大島や大庄を知ること
　で愛される広報紙になるのではないか。大庄を知ら
　ないクラブ会員もいるのでは。
●老連ふれあいを作っているスタッフに感謝している。
　ありがとうございます。

【問3】どの程度読んでいるか

男

25

女

12

未回答 60歳代

3

70 歳代

34

80 歳以上

88

【問1】回答者の性別と年代

会長会 広報紙 ブロック会 会員口コミ その他 未回答役員会 ホームページ

33 23

10
4 2 1

7 4

非常に満足 非常に不満満足 普通 不満

4
0 0

23
18

【問4】満足度について

非常に読みやすい 読みやすい 少し読みにくい 非常に読みにくい普通

5
0 0

23
17

【問5】読みやすさについて

11
4 1 0 0 2

ほとんど
読む

関心ある
記事だけ

ざっと見る
程度

ほとんど
読まない

全く
読まない

届かない 未回答

27

【問2】大庄老連の行事情報等の入手方法

※複数回答可

※一部抜粋

　記述欄では広報紙発行に対する励ましも寄せられており、全体で見ても情
報発信の媒体として広報紙の役割はおおむね担えていると思われます。今後
は寄せられた貴重なご意見をもとに内容を充実させていきたいと思いますの
で、引き続き皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。　　（広報部一同）

❶

地区活動紹介

蓬
川
第
二
寿
会

ク
ラ
ブ
設
立
：
平
成
25
年
４
月
１
日

会
員
数
：
男
性
７
名
・
女
性
25
名
・
合
計
32
名

第１回の会長インタビューは蓬川第二寿
会の佐藤嬉子会長（写真左）とご友人の麦
谷多美子さんにお越しいただきました。

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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次
号
第
五
十
一
号
（
平
成

三
十
年
十
一
月
発
行
予
定
）の

原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

◇
内
容
…
ご
自
由
に
お
書
き

く
だ
さ
り
、写
真
も
添
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。な
お

紙
面
の
都
合
上
、広
報
部
に
て

一
部
お
直
し
・
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
締
切
…
九
月
末
日

◇
要
領
…
市
販
の
原
稿
用
紙

（
四
〇
〇
字
）一
枚
程
度
に
、ブ

ロ
ッ
ク
名
・
所
属
会
名
・
氏
名

を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。多

数
の
ご
投
稿
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
提
出
先
…
広
報
部
員

※�

ご
投
稿
の
方
々
に
は
粗
品

を
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◇
編
集
後
記

　

あ
っ
と
い
う
間
に
桜
の
季

節
か
ら
、す
が
す
が
し
い
新
緑

も
終
わ
り
梅
雨
の
六
月
で
す
。

　
「
老
連
ふ
れ
あ
い
」も
五
十

号
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
、

ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
協
力
の

お
か
げ
と
部
員
一
同
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
も
い
ろ

い
ろ
行
事
が
あ
り
、何
か
と
忙

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。お
元

気
で
楽
し
い
毎
日
を
送
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、編

集
長
を
務
め
て
下
さ
い
ま
し

た
松
永
幸
枝
様
が
退
任
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。長
い

間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
編
集
長　

中
西　

紀
子
）

◆
広
報
部
員

部　

長　

高
木　

健
一
（
大
庄
西
）

編
集
長　

中
西　

紀
子
（
崇
徳
院
）

副
編
集
長　

原　
　

和
子
（
元　

浜
）

部　

員　

島
袋　
　

隆
（
西
大
島
）

部　

員　

西
井
サ
ト
ヱ
（
東
大
島
）

部　

員　

飯
田　

幸
男
（
浜　

田
）

部　

員　

谷
口　

隆
志
（
大
庄
中
央
）

部　

員　

生
駒　
　

守
（
武
庫
川
）

部　

員　

今
西
慶
太
郎
（　

東　

）

部　

員　

三
場　

英
之
（
道　

意
）

部　

員　

山
田　

隆
行
（
蓬　

川
）

部　

員　

島
中　

幸
治
（
今　

北
）

部　

員　

林　
　

民
子
（
稲
葉
荘
）

※
ブ
ロ
ッ
ク
順

　ご協賛いただいた皆さまへ御礼
　このたびは大庄地区老人クラブ連絡会発行の機関紙「ふれ
あい」刊行に、広告のご協賛を賜り、厚く御礼申し上げます。
　本紙は高齢社会に友愛と生き甲斐を求める同志の心の糧
となる情報普及をめざし発行して参ります。今後も引き続き
ご支援賜りますようお願い申し上げます。

大庄地区老人クラブ連絡会

書道コーナー

平
成
30
年
度

大
庄
地
区
老
連
役
員
名
簿

役 
職

氏　

名

単
位
ク
ラ
ブ
名

会　

長
山
嵜　

征
司

長
楽
会

副
会
長
三
場　

英
之
道
意
第
２
千
歳
会

副
会
長
西
井
サ
ト
ヱ
東
大
島
第
２
白
寿
会

副
会
長
高
木　

健
一

千
夏
会

会　

計
飯
田　

幸
男
浜
田
第
２
寿
ク
ラ
ブ

ブ
ロ
ッ
ク
部
長

佐
藤　

嬉
子

蓬
川
第
二
寿
会

女
性
部
長

堀
川
美
智
子

東
光
瑞
長
会

広
報
部
長

高
木　

健
一

千
夏
会

監　

事

矢
野　

増
一
東
第
六
琴
浦
ク
ラ
ブ

監　

事

岡
本　

孝
子
シ
ニ
ア
の
会
は
な
み
ず
き

1
健
康
増
進
活
動

◦�

6
月　

第
26
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
の
実
施

◦�

10
月　

長
寿
ふ
れ
あ
い
運
動

会
へ
の
参
加【
市
老
連
主
催
】

◦
お
お
む
ね
10
月
以
降

　

�

女
性
部
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

【
市
老
連
と
共
催
】�〈
健
康
体

操
、
健
康
講
座
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
〉

2 

社
会
参
加
、
地
域
交
流
、
社

会
奉
仕
活
動

◦�

年
間　

各
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
事

業
振
興
助
成
の
実
施

◦�

5
月　

春
の
10
万
人
わ
が
ま

ち
ク
リ
ー
ン
運
動
へ
の
参
加

◦�

6
月　

森
の
文
化
祭
へ
の
参
加

◦�

9
月　

大
庄
ま
つ
り
へ
の
参
加

◦�

9
月��

「
社
会
奉
仕
一
斉
活

動
の
日
」
清
掃
の
実
施

◦�

11
月　

秋
の
わ
が
ま
ち
ク

リ
ー
ン
運
動
へ
の
参
加

◦�

随
時　

各
種
大
会
及
び
地
域

交
流
会
へ
の
参
加

3
教
養
向
上
運
動

◦�

6
月　

女
性
部
代
表
者
会
、

女
性
部
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

【
市
老
連
と
共
催
】

◦�

随
時　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の

実
施

◦�

随
時　

ス
マ
ホ
講
習
会
の
実
施

◦�

２
月　

会
員
ふ
れ
あ
い
の
つ

ど
い
の
実
施

◦�

随
時　

各
種
講
演
会
及
び
研

修
会
へ
の
参
加

4
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

◦�
6
月　

会
員
ふ
れ
あ
い
旅
行

（
1
泊
2
日
）
の
実
施

◦�

9
月　

会
員
ふ
れ
あ
い
の
つ

ど
い
の
実
施

◦�

11
月　

女
性
部
ふ
れ
あ
い
の

つ
ど
い
の
実
施

◦�

1
月　

新
春
初
詣
三
社
ま
い

り
の
実
施

5
広
報
活
動

◦�

老
連
ふ
れ
あ
い
第
50
号
（
6

月
）・
51
号（
11
月
）の
発
行

◦�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
と
拡

充
6
そ
の
他

◦�

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
と
未
使
用

切
手
の
募
集

7
各
種
会
議

◦�

決
算
監
査
（
4
月
）、
総
会

（
5
月
）、
役
員
会
・
ブ
ロ
ッ

ク
部
会
（
随
時　

基
本
毎
月

第
三
火
曜
）、
会
長
会
（
随

時
）、
女
性
部
会
（
随
時
）、

広
報
部
会
（
随
時
）

平
成
30
年
度

大
庄
老
連 

事
業
計
画

　
大
庄
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
会
は
、
健
康
で
心
豊
か
な

生
き
が
い
づ
く
り
や
奉
仕
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
次
の
事
業
を
実
施
す
る
。 　

本
年
度
は
62
名
が
米
寿
を
迎
え

ら
れ
、
5
月
22
日
の
総
会
で
山
嵜

会
長
か
ら
表
彰
状
が
、
大
庄
地
区

婦
人
連
絡
協
議
会
永
宗
会
長
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

男
性
代
表

石
井　

隆
夫
さ
ん

（
崇
徳
院
第
2
寿
会
）

女
性
代
表

甚
野　

享
子
さ
ん

（
長
楽
会
）

総会にて（万歳三唱）

米寿会員
表彰

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています


